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□開催日時

平成３１年３月８日（金）１０:０0 ～１１:１０

□場所

近畿地方整備局 新館 ３階 A会議室

□委員名簿

近畿地方小委員会の概要と意見

□結論

一般国道４２号（近畿自動車道紀勢線）新宮道路

一般国道２４号 城陽木津川バイパス

の新規事業化については妥当である。

□議事概要（各委員からの意見）

【一般国道４２号（近畿自動車道紀勢線）新宮道路】

□対象事業

・一般国道４２号（近畿自動車道紀勢線）新宮道路

・一般国道２４号 城陽木津川バイパス

【一般国道２４号 城陽木津川バイパス】

・南海トラフ地震時の津波等に対する防災面での効果が大きな道路で
あり、早期整備が必要。

・津波高が考慮された計画となっており、津波発生時の避難場所とし
ても期待できるため、アクセス路も含めた地域との一体的な防災対
策に期待。

・新宮港、白浜空港、道路が一体となった広域的な観光振興の効果が
期待。

・津波に耐えうる構造や景観に配慮すること。

事務局より、事業名については、都市計画道路名に合わせた事業名
（城陽井手木津川バイパス）に変更して進めることを説明。

・河川氾濫時等、防災面での効果は大きい。渋滞による生活道路への
交通進入を防止するためにも有効。早期整備が必要。

・地域開発、特に新名神整備に合わせた研究、物流、商業施設等の開
発が進んでおり、地域振興の支援に期待。

・まちづくりは市民生活に密着したものであり、新しい道路だけでは
なく既存道路とのネットワーク構築や既存市街地とのアクセスが重
要。


